


































































































された 1991 年の資源管理法（the Resource Management Act）には、
実際にティカンガ・マオリ、カイティアキタンガといったマオリ語が使
用されており、それぞれ「マオリの習慣に関わる価値観及びその実践」
（Maori customary values and practice）、「守護者としての務めを果た





ジーランド・マオリ・コングレス（The New Zealand Maori Congress）
65 
が「ア・ステートメント・オブ・エンヴァイロンメンタル・プリンシプ
































































 東日本大震災後の政治が迷走する中、私たちが日本の 50 年後、100
年後の姿を想像するのは非常に困難です。しかしながら、ニュージーラ
ンドはマオリの知を文化的資源、未来へ向けての生き方の資源として活
用することで、持続可能な、より豊かな国の未来図を描くことを可能に
しているように私には思われます。 
